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月山

6 ゲ

日
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一
フ
ン

ド

国

体

準

檀

式

野

球

北

信

組

大

会

送料四円

。
建
設
委
員
会

八
月
二
十
六
日
当
町
と
し
て
は
例
の

な
い
豪
雨
に
見
舞
れ
各
地
区
に
被
害
続

円

出

、
議
会
建
設
委
員
会
は
取
敢
ず
災
害

伏
復
旧
対
策
を
樹
て
あ
た
め
＝
十
八
日
鼓

川

一

富
現
地
の
視
察
を
行

4
。

揃

一

午
前
九
時
役
場
出
発
庁
用
自
動
車
に
て

う

一

月
山
地
先
の
小
川
の
決
壊
、
大
家
庄
地

一

先
の
提
防
決
潰
、
下
野
J
山
崎
山
合
川

一

の
被
害
を
視
察
一
端
役
場
に
戻
り
中
食

刷

一

後、

午
後
平
柳
J
南
保
問
の
橋
台
の
決

印

一

揖
泊
で
は
木
流
川
の
惨
状
．
坑
で
い
い
大

抱

一

谷
川
、
滝
川
、
金
剛
川
の
被
向
を
見
た

F
一

が
、
地
元
民
は
何
処
も
ほ
出
動
下
回
旧

研

一

に
当
っ
て
お
ら
る
、
帰
途
に
拡
川
道
路

湖

一

の
決
壊
ニ
箇
所
を
視
察
午
後
五
時
三
子

手

一

分
帰
庁
。
直
ち
に
協
議
会
を
開
ぐ
C

一
・
補
助
対
象
の
安
審
は
速
か
に
手
続
き
会

一

と
る
こ
と
。

一一
一

・
路
間
摘
協
の
修
理
を
早
急
に
行
う
こ
と

れ
一
・
補
助
対
象
外
の
細
か
い
災
容
に
つ
い
て

大

－

も
善
処
す
る
こ
と
。

ー

一

以
上
の
よ
う
な
こ
と
等
要
鎮
さ
れ
て
午

蝋

一

後
六
時
O
五
分
散
会
。

附

一
O
全
員
協
融
会

日

一

頭
雨
に
よ
る
被
容
の
状
況
報
告
及
び
そ

朝
一
の
対
策
に
つ
い
て
議
会
全
員
協
議
会
を

八
月
三
十
一
日
午
後
一
時
豆
五
分
よ
り

開
く
。

当
局
か
ら
は
次
の
と
お
り
状
況
に
つ
し

て
報
告
説
明
が
あ
る
。

ζ

れ
は
現
在
ま
で
の
も
の
で
こ
の
外
に

も
陳
情
を
受
け
て
い
る
も
の
が
あ
る
－

思
う
。

右
の
表
の
と
お
り
承
認
さ
れ
住
民
の
木

使
を
一
日
も
早
〈
取
り
除
く
こ
と
文
相

か
い
災
嘗
に
つ
い
て
も
善
処
十
る
よ
う

要
望
さ
れ
午
後
四
時
二
十
分
散
会
。
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務

関

係

4
1唱
l
n
b

豪

雨

被

害

農
林
関
係
で
は
聞
の
冠
水
二
百
町
で
蹴

牧
六
百
石
、

田
畑
の
州
民
水
千
五
十
町
で
約

千
五
百
八
十
石
の
減
収
の
見
込
み
で
あ
る

牧
撞
皆
無
の
坦
他
国
は
笹
川
、
境
な
ど

で
八
町
歩
二
百
十
石
の
損
害
、

流
失
田
も

政
穫
皆
無
で
一
町
八
反
の
損
害
は
笹
川
、

境
、
泊
、
南
保
な
ど
で
四
十
七
石
、
土
砂

の
流
入
し
た
も
の
は
境
、
笹
川
、
泊
な
ど

で
四
十
一

町
、
六
十
五
石
の
減
牧
で
あ
る

以
上
で
合
計
二
千
五
百
二
石
約
二
千
五

百
万
円
の
損
害
で
あ
る
3

果
樹
闘
は
ナ
シ
、
プ
ド
ウ
其
の
他
の
抗

替
は
約
十
万
円
の
減
収
見
込
で
有
る
。

の

林
道
関
係
で
は
笹
川
の
四
合
作
林
道
で

艶
斧
決
媛
、
路
一
由
流
失
三
七
九
米
で
引
智

約
九
四
万
円
余
、
山
崎
山
合
線
林
道
、
蛭

谷
相
の
弘
政
び
蛭
谷
線
、
南
保
池
の
原
そ

の
他
十
一

一線
の
林
道
決
壊
で
合
計
三
四
五

万
川
余
り
制
官
で
平
訟
に
復
旧
を
長
す
る

写

上．

真

流
失

一
一日

ぺで企 会：企 全 企

臼
ピl]
6 

ヲi:
Li 

~＇： （，＇： 全

九
己



貴
金
属
な
ど
を
一
各
県
代
表
の
名
誉
に
か
け
て
捜
術
と
情
熱
一
国
会
あ
た
り
で
認
め
ら
れ
た
脱
は
社
会
一
付

体
操
の
時
聞
が
仕
事
と
ぶ
つ
か
る
た

一

三

仕

南
か
ら
秋
は
北
か
ら
グ

一
に
み
ち
た
熱
戦
を
く
り
ひ
ら
げ
た
。

一

保
険
法
最
低
賃
金
事
務
等
の
取
扱
は
、

一
め
変
替
制
に
し
て
出
た
、
お
危
な
ど
も
休

と
浮
浪
者
が
班
懇
の
為
移
動
す
忍
め
で
す

連
合
国
占
領
軍
に
接
牧
さ
れ
た
方
へ
一

一

一

白

一

国
家
の
補
助
機
関
と
し
て
相
当
の
期
待

一
ま
ず
に
続
け
た。

悶
の
何
段
カ
本
当
に
体
円
程
遠
は
こ
れ
か
Z
渡
り
鳥
P

と
呼
ん
で

接
収
金
属
等
の
処
理
に
関
す
る
法
樟
が

一

第

一

試

合

一

凶

戦

－

が
も
て
る
か
と
存
じ
ま
す
。

に
よ
い
こ
と
が
わ
か
つ
て
び
っ
く
り
L
た
い
ま
す
が
、
出
り
烏
の
時
期
は

忍

び

込

六
月
一
日
か
ら
施
行
さ
れ
た
の
で
、
終
戦
一

呉
羽
自
動
車
0
0
0
0
0
0
0
0
0
一o
一
て
十
月
は
全
岡
商
店
サ

ー
ビ
ス
月
間
強

一
等

。

み

や

空

恥

粗

い

が

，
ぐ
っ
と
地
お
て

後
貴
金
属
な
ど
を
連
合
国
占
領
箪
に
接
枚

一

敦
賀
セ
メ
ン
0
4
0
0
0
0
o
o
x
一4

一
化
運
動
週
間
で
あ
り
ま
す
の
で
、
照
明
一
伺

純

子
日
記
は
一
割
強
の
又
止
は
舟
H
－b
．‘ま
す
。
防
叩
は
戸
締
り
、
又
戸
締
り

さ

れ

た

方

は

、

昭

和

三

十

四

年

十

月

三

干

第

二

試

合

一

一

回

戦

．

一

コ

ン

ク

l

凡
サ
ー
ビ
ス
＝

ン
ク
1

ル
等
五
割
に
一泣い
父
兄
は
休
み
の
半
分
に
及
ふ
一
で
統
計
が
教
え
る
防
犯
対
策

一
日
ま
で
〈
被
接
収
者
か
返
建
の
請
求
を

入
善
ク
ラ
プ
0
0
0
0
0
0
0
2
0

－2一
の
開
催
な
ど
お
き
c
ん
へ
の
P
R
に
務

一
協
力
を
し
て
頂
き
、
は
じ
止
て
の
計
回
と

一む
犯
行
時
間
し
ら
ベ

L
な

い

た

め

所

有

者

が

返

還

の

請

求

を

す

、

一

一

め
ま
し
ょ
う
。

し
て
は
大
へ
ん
よ
い
心
モ
だ
っ
・て

・ヒ
の
了

ど
ろ
ま
4
1夜、

思
す
ぎ
ん
を
え
ら
ぴ

る
場
合
に
は
、
十
二
月
三
十
一
日
ま
で
；

松

実

業
O
J
o
l
o
3
0
o
x

－－sj
j

j

j

；t
一
上
協
力
の
よ
い

3
1仁

川

一
ま
す
o

t

l

巴

財

務

局

ま

た

は

財

務

部

を

通

じ

て

高

水

決

勝

第

一

試

合

圃

一

大

家

庄

校

の

夏

休

作

品

展

一
的
な
夏
休
み
を
送
っ

と

い
4
資
料
が
山

－

1
4
1
1
1
e什
1ii刈
｜
一

大
臣
あ
て
に
返
還
の
請
求
を
す
る
こ
と
が
敦
賀
セ

メ
ン
3
0
0
0
0
0
0
1
2
一6

一

大
家
庄
小
学
校
で
は
こ
の
間
夏
休
み
作
一
て
、
う
れ
し
く
思
つ
ず
い
ま
寸
。

一一

イ

2

一

k
le一

で
舎
る
こ
と
に
な
っ
て
い
る
か
ら
、
昔
日
本
石
油
T

0

0

0
0
0
0
0
0
一o

一
口
震
を
ひ
ら
き
、
各
教
科
の
児
需
品
が

7

5

i

F

i

j

i

j

j

j

1

こ

わ

か
ら
な
い

一

2

1

一

さ
れ
た
方
は
、
期
限
内
に
も
れ
な
く
返
還
準
決
勝
第
二
試
合
一
一
室
に
溢
れ
る
程
出
品
さ
れ
た
。
同
授
は

十
ニ

等

陸

、

海

、

空

自

衛

官

採

用

一一

：

一

l

一

請

求

を

し

て

下

さ

い

。

小

松

実
業
0
0
り

0
0
3
0
0
o
Y
一
数
年
来
科
学
教
育
に
と
り
〈
み
大
き
い
笑
一
〈
〉
受
付

二

担

夜

ヰ

t

一

氏

一

く
わ
し
い
こ
と
は
富
山
財
務
部
へ
附
合

カ

0
0
3
2
0
2
0
0
x
r
－
績
を
あ
げ
て
い
る
の
で
こ
の
方
面
の
優
れ

一

九
月
一
日
か
ら
十
月
十
日
ま
で

ニ

よ

る

，o

一

叫

一

せ
て
下
さ
い
。

司
た
作
品
が
多
く
科
学
主
任
長
津
先
生
の
意

－
O
年

令

二

0

・

一

見
を
ぎ
く
と

一

昭
和
十
年
一
月
二
白
か
ら
昭
和
十
七
二

よ
い
の

ロ

5

一
・

5

一

第

＋

四

回

国

体

準

硬

式

野

求

ど

こ

の

学

校

も

甲

乙

な

い

と

忍

う

が

、

一

年

一
月
一
日
ま
で
に
生

れ

た

者

二

。

一

E

本
校
で
は
年
間
理
科
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
の
研
一
〈
V

そ

の

他

ニ

昆

す

ぎ

5

Hm

－一

北

信

越

大

会

究

過

程
が
あ
ら
わ
れ
て
い
る
作
品
、
思
議

一

来
春
卒
業
見
込
町
一
品
等
学
校
在
校
生
一一
昆

ま

え

一

i

一

4

L
一

宮
山
県
代
表
、
入
品
目
ク
ラ
ブ
、
呉
別
白

の
創
作
意
欲
を
み
な
ぎ
ら
せ
た
理
工
作
品

一

は
今
削
受
験
し、

卒
業
後
入
隊
で
き

一一

一

動
車
、
石
川
県
代
表
、
小
松
事
菜
、
長
野

な

ど

が

光

っ

て

い

る

。

科

学

的

な

も

の

と

一

ま
す
。

一一

色

さ

2

1

一

県

代

表

、

ヤ

シ

カ

、

新

潟

県

代

表

、

日

本

し

て

東

京

タ

ワ

1
動
植
物
の
標
本
類
が
や

一

く
わ
し
い
こ
と
は
役
場
総
務
認
へ
川
合

一一

s
－

一

石

油

新

潟

、

福

井

県

代

表

、

敦

賀

セ

メ

ン

は

り

重

味

を

見

せ

て

い

る

。

標

本

類

は

単

一

せ
て
下
さ

い

。

二

時

間

一
間

比

一
m
m
s
一

ト
の
六
チ
l
ム

は

九

月

六

、

七

日

紋

晴

れ

に

標

本

を

つ

く

る

こ

と

か

ら

そ

の

生

態

生

一
i
り

μは
け
は
れ

υり
け
ぺ
〈
〈
j
一↑

Illi－－

l
l
F
l
i
p－
－
一

の

朝

日

町

小

丸

山

グ

ラ

ン

ド

に

お

い

て

、

理

に

ま

で

入

り

こ

ん

で

い

る

の

思

官

一

一

防

犯

速

報

一

五

受
口
し
ら
べ

の
進
歩
と
思
わ
れ
る
。
休
み
期
限
・

7・け
↑

r
5
1
t
F
t
5
t
i
t
iヘ

一
ふ
ぶ
き
つ
ぎ
で
す
か
F

ど
ら
ぼ
う
A

は
さ
ぷ

の
自
然
一
観
察
作
品
と
し
て
水
生
昆
虫
水
生

一

県
東
区
域
防
犯
組
合
迎
合
会

一国
ゆ
山
仏
h
代
怜
は
冷
け

・1
1

捕
物
の
作
品
が
四
、
五
点
あ
っ
た
の
は
、

一

昭
三
四
、
九
、

一
五

入

許

幹
祭
択

一一

計

μ

削
也
の
見
つ
け
方
の
進
歩
と
し
て
貰
拐
す

一苧
え
る
り
農
繁
期
の
ど
ろ
ぽ
F
1

一一

バ
河
川
の
が
あ
っ
た
。

一天
高
く
ど
ろ
ぼ
う
肥
え
る
季
節
？

一一

ι

「
野
山
知
で
す
か、

今
金
庫
が
出
ら
れ
ま

一一

し

た

」

一

現
場
に
か
け
つ
け
た
管
楽
作
の
眼
に
は
正

一

然
と
立
た
ず
む
主
人
の
去
に
引
き
か
え
て
一

あ
ま
り
に
も
単
純
な
現
場
が
夕
日
に
映
え
一一

て
妙
な
対
照
を
耐
え
て
い
た
。

一一

現
場
は
航
小
路
に
而
し
た
出
入
口
に
飢
雑

一司

作
に
置
か
れ
た
乎
弛
合
郎
で
家
肢
は
円
以

一

の
店
で
働
い
て
い
る
隙
の
こ
と
で
あ
っ
た

一

入
者
、
朝
日
は
浩
一
り
鳥
の
銀
座
荷

一

入
善
署
管
内
は
新
潟
に
通
ず
る
凶
道
を

一

も
っ
て
い
る
出
係
で

一
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シ
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勝
戦

敦
賀
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ン
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υ
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ヤ

シ

カ

2
0
0
0
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l
o
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m
R
勝
長
野
県
代
表
「
ヤ
シ
カ
」
チ
l
ム

商
工
会
便
り

朝
沼
町
商
工
連
合
会

一
、
国
民
金
融
公
庫
貸
出
し
に
つ
い
て
従

来
中
小
企
業
者
の
迎
伝
設
備
資
企
と
し

て
五
ヶ
年
以
内
五
拾
万
円
ま
で
利
同
出

来
ま
し
た
の
を
経
済
の
安
定
と
資
金
の

利
用
度
の
一
般
金
融
が
良
く
な
っ
た
の

で
百
万
円
ま
で
引
上
げ
ら
れ
ま
し
た
か

ら
精
4

御
利
問
下
さ
い
。

一
、
年
中
行
事
に
つ
レ
て
、
観
桜
会
ぎ
ぉ
，

ん
祭
り
太
子
探
り
等
が
あ
り
ま
し
た
が

新
ら
た
に
先
般
八
月
一
日
の
民
謡
盆
踊

り
仮
装
コ
ン
ク
ー
ル
が
盛
大
で
あ
っ
た

の
で
こ
れ
か
ら
毎
年
八
月

一
日
に
盆
踊

大
会
を
開
催
い
た
し
た
い
と
思
っ
て
い

ま
す
。

一
、
失
業
保
険
事
務
組
合
に
つ
い
て
現
在

事
業
主
の
加
入
二
十
五
名
と
担
保
険
者

七
十
四
名
あ
り
、
今
後
皆
さ
ん
の
協
力

に
よ
り
失
業
保
険
事
務
組
合
の
発
展
が

1
J－
1
J1
J
1
J「
j
「

J
1
J
1J
1
J

〔
親
子
体
操
と
親
子
日
記
〕

「
L
f
L
r
L
「
L，I
L
「
、
rL
f
L
r
L

南
保
小
学
校
で
は
、
夏
休
み
の
生
活
指

導
の
中
に
二
本
の
柱
を
立
て
ま
し
た
ν

親

子
体
換
会
、
親
子
日
記
で
す
。
体
操
会
は

部
落
単
位
で
四
月
来
伴
氏
舘
活
動
で
と
り

あ
げ
た
成
果
官
だ
し
て

一
日
の
ス
タ
ー
ト

に
す
る
こ
と
日
記
は
親
子
と
d
h

一
加
の

帳
聞
に
記
録
す
る
こ
と
か
ら
、
父
比
の
暖

か
い
愛
情
を
か
け
る
こ
と
、
反
省
の
よ
い

機
会
に
す
る
事
を
は
か
っ
た
わ
け
で
す
ο

ザて

抱

26 67 
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さ
よ
八
九
泊
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八

九

泊

ゆ
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八

九

泊

と
き
八
八
五
ケ
庄

徳
八

八

八

泊

の
せ
八
八
宮

り
の
八
八
山

ふ
よ

八
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境

よ
き
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七
南

ふ
て
八
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本

村四
杉
若
は
昭
和
十
一
年
生
れ
で
昭
和
十

八
年
両
親
が
幼
い
当
人
と
妹
を
相
母
に
託

し
て
波
満
し
た
が
終
戦
と
な
り
父
は
昭
和

二
十
一
朝
鮮
で
死
亡
、
母
は
行
方
不
明
と

い
う
戦
争
最
大
の
悲
劇
が
当
人
に
お
と
ず

れ
た
が
、
当
人
は
そ
の
最
大
の
捕
手
を
兎

復
、
開
叫
ゆ
と
共
に
一
町
三
反
の
国
側
に
ば

は
整
制
に
と
頑
強
り
抜
い
て
き
た
。

ま
た
背
年
間
活
動
、
四
H
ク

ラ
プ
の
指

噂
的
な
役
割
を
は
た
し
、
住
民
の
川
部
．を

集
め
て
い
た
。

朝
日
町
青
少
年
問
題
協

議

会

第

一
回
協
議
会

八
月
二
十
二
日
午
後

一
時
半
か
ら
泊
公

民
舘
に
お
い
て
開
催
さ
れ
た
。
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「
と
し
よ
り
L

の
日
一
統

一
朝
日
町
民
生
課

昭
和
三
十
四
年
九
月
十
五
日

一
勧

一

川
瀬
栄
次
郎
八
六

野

中

一一前

湖

浜

川

き
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五
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v
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き
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彦
次

八

五

山

崎

一一v
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久

松
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会
長
で
あ
る
本
村
町
長
か
ら
協
議
会
設
恨

の
平
旨
に
つ
い
て
説
明
が
あ
り
、
役
員
の

強
力
な
協
力
企
推
進
を
嬰
認
さ
れ
た
。

事
務
局
長

（
川
上
教
脊
H
R
）
よ
め
段
盟

条
例
に
つ
い
て
の
税
関
が
あ
り
終
っ
て
各

役
負
か
ら
熱
心
な
意
見
発
表
が
あ
っ
た
。

討
訴
の
結
果
協
議
会
は
か…
の
支
部
に
分
れ

て
補
導
に
舵
進
ず
る
こ
と
に
な
っ
た
e

。
部
長
。
副
部
長

刈
体
活
動

問

。
一坂
東
久
松

O
大

菅
述
二
米
山
市
＝
水
野
す
な

村
口
路
辺
混
同
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体
育
レ

ク
リ
エ
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シ
ョ
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＠
鹿
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一
一
一
間

紬
一
上
回
安
吉

竹
内
品
太
郎

山
崎
久
安

生
鳶
活
動
部

つ
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元
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朝
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4. ::i. 男
の
舵

白
出
と
の
契
約

ザ
イ
ル
の
一二
人

日
本
の
幽
盟

つ


